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まちづくりの検討の進め方について

第２回 大谷・小鹿地区まちづくり検討会議
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はじめに

大谷・小鹿地区は、どのようなまちを目指しますか？
皆さんで考えていきましょう

赤枠の地区を「大谷・小鹿地区」と呼んでいます

従来、この地区は田畑など、農業利用されていました

平成29年度から、地区内を「土地区画整理事業」によ
り、道路や公園などの基盤整備を行っています

基盤整備が終わった後には、各敷地で土地利用がは
じまり、工場や事業所、商業施設、住宅などが建設さ
れていきます

その時、またその後、
今とどのようなことが変わるでしょうか？

例えば…
・地区内に住む人、働く人、訪れる人が増えます
・SICや周辺道路を利用した市内外からの車の往来
が増えます

では、そうなった時、
何に困り、どのようなことが必要になるでしょうか？

今から皆さんで一緒に考えていきましょう

大谷・小鹿地区面積：約125ha
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大谷・小鹿地区の範囲

静岡大学

2



まちづくりの検討の進め方

大谷・小鹿地区をどのようなまちにすべきか、皆さんで一緒に考えていきましょう
これからの検討・議論を「大谷・小鹿地区将来ビジョン」としてまとめていきます

〇検討・議論の流れ

（２）現状と将来の課題を考える

・地区特性やこれまでの検討・整備状況等から、大谷・
小鹿地区の「今」を理解する

（４）まちづくりの戦略を立てる

（３）目指すべきまちの姿を描く

（５）まちづくりのメニューを考える

「大谷・小鹿地区将来ビジョン」策定

・目指すまちの姿の実現に向け、どのようにまちづく
りを進めるかについて検討する

（１）大谷・小鹿地区の現状を知る

R
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・地区の現状を踏まえて、課題を整理する
・地区のSWOT（強み、弱み、機会、脅威）を抽出する

R
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・解決すべき課題を選定し目指すまちの姿を検討する

・課題解決に向けた具体的なアクションを検討する
・だれがいつまでに何をどのように行うかを整理する

3

今回の内容



土地区画整理事業の実施

道 路

土地区画整理事業とは

• 道路、公園、河川等の公共施設を整備・
改善し、土地の区画を整え宅地の利用
の増進を図る事業

公 園

河川・調整池等

基
盤
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土地区画整理事業後の展開

施設誘致・整備
住宅、商業施設
工場、公共施設

サービス導入
健康、移動（交通）

エネルギー

コミュニティ形成
施設の維持管理・活用

交流活動

ハ
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ド
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将来の姿

ハード整備のみ
を実施

ハード整備と
ソフト施策を

組み合わせて実施

これまでの手法

これからの手法

様々な課題が生まれている

課題解決に向けた様々な
取組が進められている

大谷・小鹿地区のまちづくり

大谷・小鹿地区では、土地区画整理事業によるハード整備が進められています
これと併せてソフト施策を行うことで、持続可能なまちづくりを目指します

4将来ビジョン



住宅・宅地供給に注力
背景には、旺盛な住宅需要があり、「ハコモノ」の時代
1960～1980年は多くの住宅が建設、急激な人口増加に追い付か

ず学校や保育施設などの公共施設も急ピッチで新設。

まちができるまでに必要な整備を担う「区画整理（ハード）」
と、「コミュニティ（ソフト） 」に関する活動を行うエリアマネ
ジメント双方の必要性
それぞれの担いきれない要素をお互いに補いながらつくるまちづく

りへの転換。
どう暮らしていくのか。地域の自治や、課題解決・価値向上を担うエ

リアマネジメントの必要性が提案され始めている。

人口減少と少子高齢化による存続の危機
暮らしをよくするための「ソフト」の時代
まちの存続のため、より良い安全・安心・便利に生活をするために必

要なソフト施策への模索。

ハコを作ることが長い間行われてきた…。

1960s

1970s

1980s

1990s

2010s

2000s

出典：板橋区HP

出典：一般社団法人
エリアマネジメント南山（東京都稲城市）
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時代の移り変わりとともに、まちづくりの方法が変わってきています
大谷・小鹿地区では、ハード整備＋ソフト施策によるまちづくりを行っていきます

（参考）「まちづくり」の変遷


